
  須坂市立旭ケ丘小学校 学校だより 

花は咲く 

       精一杯 自分の花を 咲かせよう 

         令和５年１１月３０日（木） 

 

「花は咲く」はホームページにも掲載中！ 

誰もが安心して楽しく生活するために大切なことは？ 

 ～秋の人権月間～ 

＝人権月間はじめの会＝ 

 人権月間で行うことを知り、特に考えてほしいこ

とについて課題をもつために、全校参加で「はじめの

会」を行いました。 

 

（担当の先生のお話から） 

「これまで取り組んできた「思いやりの木」の活動 

を通して、普段の生活の中にあるうれしいこと、あ

りがとうと伝えたいこと、友達のよさなどがたくさ

ん書かれていて、人権の心が表れていると思いまし

た。」 

「思いやりの木に書かれている言葉がふわふわ言

葉ですが、反対に人を嫌な思いにさせるちくちく言

葉というのもあります。」 

「ちくちく言葉はイカが墨を吐くのに似ていて、少

し水を吐くと少しずつ水槽の水が汚れ、繰り返すと

周りの人も言っている人も苦しくなってしまいま

す。」 

「反対にふわふわ言葉で伝えると、言った人も言わ

れた人もウキウキ、元気になります。」 

「みなさんのふわふわ言葉が、この旭ケ丘小学校を

つくっているのです。」 

 

＝ありがとうの木 りんごの実カード＝ 

 

 各クラスの教室や廊下に「ありがとうの木」が掲示

されています。ふわふわ言葉が書かれた葉っぱの形

のカードが日を追って増えていきます。「声をかけて

くれてありがとう」「助けてくれてうれしかった」と

いう気持ちが溢れる思いやりの木になりました。そ

こに、お家の方からの感謝の気持ちがこもった「りん

ごの実カード」が掲示され、実をつけた思いやりの木

が育っています。 

 保護者の皆様には、りんごの実カードにご協力い

ただきありがとうございました。 

 

須坂市立旭ケ丘小学校 



 

＝縦割り班で楽しい時間にしよう 児童会まつり＝ 

 ６年生をリーダーに、高学年が中心となって企画運営する「児童会まつ

り」が今年も開催されました。異学年集団を組み、児童会各委員会が考え

用意したアトラクションを回って楽しみました。スムーズな進行ととも

に、高学年が低学年に優しく接する姿や、低学年が高学年を頼りにしてい

る姿がたくさん見られました。また、異学年集団の親交を深めるために児

童集会を開き、ゲームで楽しみました。こちらも６年生が企画運営を行い

ました。旭小の６年生の活躍で、学校の雰囲気が明るくなっています。 

（６年生の振り返りより） 

・今日は待ちに待った児童会秋祭りでした。

前半に 1 年生と回りました。1 年生がちゃ

んとついてきてくれたので、よかったで

す。店もできたので、大成功だったと思い

ます。 

・（略）最初はきんちょうしたけど、進めてい

くうちに楽しくなって、きんちょうもとけ

て、とても楽しかったです。 

・（略）1 年生だけじゃなく自分も楽しめたのでよかったです。後半は委員会の店番をしました。たくさんの

人を楽しませられたと思うのでよかったです。 

 

 

＝PTAの活動＝ 

 正副学級会長会の方に、朝の時間に読み聞かせを

していただきました。担当された役員の皆様、あり

がとうございました。本の選定が大変だったのでは

ないかと思いますが、どのクラスも子どもが目を輝

かせて読み聞かせを聞き入る姿が見られました。ま

た、人権教育推進部の皆様には、おたより「オアシ

ス」でわかるように学習会に参加し見識を深めてい

ただきました。お忙しい中、時間をつくって参加し

ていただき感謝です。保護者の皆様が学び続ける姿が、子どもたちにも伝わっていくとよいと思います。 

 

＝各学年での取り組み＝ 

 各学年での取り組みは、学級だより等でご紹介しているとおりです。朝の時間、特別活動、道徳の時間な

どをとおして人権について学びました。須坂市では人権教育に関して統一した教育課程があり、小中学校の

９年間を通して人権について体系的に学ぶことになっています。これを基本に、各学年の実態に応じた授業

を展開しました。また、人権教育は教科の枠を超え、毎日の学校生活の至るところで学びつづけるものと考

えています。休み時間の遊びも、互いに優しさや思いやりをもって遊び、よりよい生活を送ることが大切と

考えています。 

 

 

＝相森中学校区人権教育研修会＝ 

 職員は２７日（月）に相森中学校区人権教育研修会に参加しました。相森中学校の授業を参観し、研究会

では授業での生徒の姿から人権教育で大事にしたいことについて意見交換と共有を行い、指導者の先生から

お話を伺いました。職員も日々人権について学んでまいります。 

 

 



 

＝この一ヶ月で学んだことを振り返ろう 人権学習まとめの会＝ 

 

 ２８日（火）の朝に、人権学習まとめの会を開きました。各学年から、秋の人権月間で学んだことを発表

しあいました。 

 

（児童の発表から） 

・自分がされていやなことは、人にしません。 

・ふわふわ言葉を使い、ちくちく言葉を使いません。 

・クラスのみんなが楽しく平和に生活できるように、がんばります。 

・ふわふわ言葉を使って、友達と仲良くしたいです。 

・ふわふわ言葉を使うと、心があたたかくなるしうれしい気持ちに

なります。 

・友達から自分のいいところを見つけてもらって楽しかったです。 

・友達のいいところを見つけて「いいところ見つけの木」にはってきました。これからも仲良しクラスにし

たいです。 

・楽しい学校にするためのスローガンを作りました。 

・お礼のことば、ありがとうの言葉を言い、人を悲しませる言葉は言わないようにします。 

・人権とは何か…一人一人が持っている、幸せに生きるための権利であることを学びました。 

・世の中には差別、いじめ、からかいなどがたくさんあることを学びました。 

・差別と区別の違いについて学びました。 

・友達の呼び方について考えました。相手の気持ちに立って呼び方を考えたいです。 

・誰でも楽しめるスポーツ、ボッチャを通して相手の気持ちに立って考えることを学びました。 

・部落差別について学び、差別について考え合いました。 

 

（校長先生のお話） 

 昔、中国に「孔子」という先生がいました。孔子は、

人としてどう生きたらよいかということを教えた人で

した。孔子にはお弟子さんが３０００人もいました。

孔子がお弟子さんに教えたことをまとめた本が「論語

（ろんご）」です。 

 ある日、お弟子さんの一人が孔子に質問しました。

「人として生きていくために、大切なことを一言で表

すと何ですか？」 

孔子は、「恕（じょ）である。」と答えました。 

 「恕（じょ）」とは、「人を思いやる心」「自分がされて嫌なことは、他の人にもしない」という意味です。

みなさんの発表の中にも、同じ言葉がありましたね。 

 今回の人権月間のはじめに、４・５年生にアンケートをとりました。 

「人からされてうれしい言葉は何ですか？」…「ありがとう。」「すごいね。」「大丈夫。」 

 「人からされてうれしかったことは何ですか？」…困った時に助けてくれた、一緒に遊んでくれた、遊び

に誘ってくれた 

 「人から言われて嫌なことは何ですか？」…「死ね。」「消えろ。」「ばか。」 

 「人からされて嫌なことは何ですか？」…悪口、からかい、暴力、仲間外し 

 人から言われて嫌なこと、人からされて嫌なことが周りにありませんか。そういうことを見かけたときは、

「やめたほうがいいと思うよ。」と、止めてほしいと思います。 

 この人権月間で学んだことを実際にできるようにして、学校に来ると楽しいと思えるような旭ケ丘小学校

をつくっていきましょう。 

 

恕  



 

 

 


